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１１１１．．．．目的目的目的目的        

港湾の施設の技術上の基準・同解説(2007)において，設計用入力地震動(レベル 1 地震動)は，震源特性，伝

播経路特性，サイト増幅特性を考慮し，確率論的に評価することが定められている(長尾ら(2005))．このレベ

ル 1 地震動は，2011 年東北地方太平洋沖地震の発生前の条件を用いて算定されているため，その影響が未知

数であった．そこで本稿では，2011 年東北地方太平洋沖地震を踏まえて地震ハザードを再評価し，そのレベ

ル１地震動への影響を評価するものである． 

２２２２．．．．2011201120112011 年東北地方太平洋沖地震年東北地方太平洋沖地震年東北地方太平洋沖地震年東北地方太平洋沖地震のののの震源震源震源震源モデルモデルモデルモデル        

 2011 年東北地方太平洋沖地震(以下、東北地震と略す)の

震源モデルは野津(2012，印刷中)に従って設定した．図-1

に震源域および震央★，スーパーアスペリティ(SA)■を示

す．表-1に SA のパラメータを示す． 

 仙台塩釜港(仙台港区)の仙台-G，釜石港の釜石-G，小名

浜港の小名浜事-G(○○-G はいずれも港湾における強震観

測点)において，東北地震の本震が観測されている．これ

らの地点に対して，図-1 の震源モデルを用いて再現計算

を行った．時刻歴波形および応答スペクトルにおいて，観

測記録と再現計算結果が概ねよい対応を示すことを確認

している． 

３３３３．．．．東北地震東北地震東北地震東北地震をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた確率論的地震確率論的地震確率論的地震確率論的地震ハザードハザードハザードハザード解析解析解析解析    

 東北地震を踏まえて地震ハザードを再評価し，確率論的

地震動の計算を行った．ハザード計算において，主として，

SA の位置，SA の地震モーメントおよびサイト増幅特性に

ついてバラツキを考慮した．SA の位置は，強震動を発生

したと考えられている震源域の陸側(図-1 のグレーに着色

した■)にランダムに分布するものと考えた．一方，平均

活動間隔は，前回の地震として 869 年貞観地震を念頭に置

き，1000 年と設定した． 

仙台塩釜港(仙台港区)および相馬港における確率論的地

震動の計算結果(時刻歴波形)をそれぞれ図-2，3 に示す．

再現期間 500 年の地震動については，最大振幅が 2 割強大

きくなっており，東北地震の影響がうかがえる．しかし，設計用レベル 1 地震動として採用している再現期間

75 年の地震動については，最大振幅や波形のエンベーロープに変化は見られなかった．確率論的地震動にお

ける震源毎の影響度合いを示す貢献度指数を図-4，5 に示す．これを見ると，東北地震は再現期間 75 年程度

では影響が小さく，平均活動間隔として設定した 1000 年を超えるあたりから影響が大きくなることがわかる． 

 キーワード 確率論的設計用入力地震動，レベル 1 地震動，2011 年東北地方太平洋沖地震，貢献度指数 
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図-1 震源モデル 

表-1 スーパーアスペリティのパラメータ 
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４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ        

 港湾における確率論的設計用入力地震動(レベル 1 地震動)に対する 2011 年東北地方太平洋沖地震の影響評

価を行った．設計用レベル 1 地震動として採用している再現期間 75 年の確率論的地震動については，最大振

幅や波形のエンベーロープに変化は見られず，東北地震の影響が小さいことがわかった．貢献度指数からわか

るように，東北地震のような大きな揺れをもたらすが平均活動間隔が長い地震については，再現期間の長い地

震動を予測する場合に注意を要するものと考えられる．なお，東北地方太平洋沖地震の発生前後で対象地域の

応力場は大きく変化していることから，より規模の小さい地震（例えば M7.5 程度）の発生頻度の評価につい

ても今後再検討が必要となる可能性があるが，

この点について現時点での評価は困難である

ため，今後の課題としたい． 
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(a) 2011 年東北地方太平洋沖地震，考慮前の確率論的地震動 

 

 

(b)2011 年東北地方太平洋沖地震を踏まえた確率論的地震動 

図-2 仙台塩釜港における確率論的地震動の比較 
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図-4 仙台塩釜港における各震源の貢献度指数 

 

(a) 2011 年東北地方太平洋沖地震，考慮前の確率論的地震動 

 

(b)2011 年東北地方太平洋沖地震を踏まえた確率論的地震動 

図-3 相馬港における確率論的地震動の比較 
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図-5 相馬港における各震源の貢献度指数 
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